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表紙

連結株主資本等変動計算書
連 結 注 記 表
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
個 別 注 記 表

上記の事項につきましては、法令及び当社定款第19条の規定に基づき、書面交付請求をいただ
いた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。

なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆様に電子提供
措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送りいたします。

2024年２月29日
株主各位

第39期定時株主総会資料

電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく
書面交付請求による交付書面に記載しない事項

証券コード：6171
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連結株主資本等変動計算書

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 1,204,820 1,154,820 2,203,853 － 4,563,494

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △163,382 △163,382
親会社株主に帰属
する当期純利益 190,059 190,059

自己株式の取得 △0 △0
株主資本以外の項
目の当期変動額
（ 純 額 ）

当期変動額合計 － － 26,677 △0 26,677

当 期 末 残 高 1,204,820 1,154,820 2,230,530 △0 4,590,172

連結株主資本等変動計算書
（2023年１月１日から2023年12月31日まで）

（単位：千円）

－ 1 －
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連結株主資本等変動計算書

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金 為替換算調整勘定 その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 8,527 1,074 9,601 4,573,096

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △163,382

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 190,059

自 己 株 式 の 取 得 △0

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 30,500 834 31,334 31,334

当 期 変 動 額 合 計 30,500 834 31,334 58,012

当 期 末 残 高 39,027 1,909 40,936 4,631,108

－ 2 －
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連結注記表

連結注記表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称
連結子会社の数

７社
連結子会社の名称

株式会社アイ・エス・ピー
株式会社アースプラン
株式会社クリエイト
株式会社沖縄設計センター
C.E.LAB INTERNATIONAL CO., LTD
株式会社アドバンスドナレッジ研究所
株式会社環境と開発

２．連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

３．会計方針に関する事項
⑴　資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券の評価基準及び評価方法
ａ　満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）
ｂ　その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

－ 3 －
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連結注記表

②　棚卸資産の評価基準及び評価方法
ａ　仕掛品

個別法による原価法
ｂ　商品・貯蔵品

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

⑵　固定資産の減価償却の方法
①　有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）並
びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

②　無形固定資産（リース資産を除く）
自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用してお

ります。

③　リース資産
ａ　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
ｂ　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

⑶　引当金の計上基準
①　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金
一部の連結子会社については、従業員の賞与の支払いに充てるため、当連結会計年度に負担すべき支給

見込額を計上しております。

③　工事損失引当金
受注契約に係る将来の損失に備えるため、当連結会計年度末において進行中の業務のうち、損失の発生

が見込まれ、かつ、その金額を合理的に見積ることができるものについて、損失見込額を計上しておりま
す。

－ 4 －
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連結注記表

⑷　のれんの償却方法及び償却期間
のれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。

⑸　その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
①　退職給付に係る会計処理の方法

退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見
込額に基づき計上しております。

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい
ては、給付算定式基準によっております。

数理計算上の差異は、発生年度に全額を費用処理しております。

②　重要な収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及

び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

ａ　試験総合サービス事業
土質・地質調査試験、非破壊調査試験、環境調査試験等を行っており、役務の提供又は調査・試験結

果等の成果品を引渡す履行義務を負っております。
当該契約について、一定の期間にわたり履行義務が充足される場合は、履行義務の充足に係る進捗度

を見積り、当該進捗度に基づき一定の期間にわたり収益を認識しており、進捗度の見積りの方法は、見
積総原価に対する実際原価の割合（インプット法）によっております。

ただし、少額もしくはごく短期の調査等については、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履
行義務を充足した時点で収益を認識しております。

また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生した費用を回収する
ことが見込まれる場合は、原価回収基準により収益を認識しております。

ｂ　地盤補強サービス事業
顧客との工事請負契約等に基づく地盤改良等の工事を施工する履行義務を負っております。
当該契約について、一定の期間にわたり履行義務が充足される場合は、履行義務の充足に係る進捗度

を見積り、当該進捗度に基づき一定の期間にわたり収益を認識しており、進捗度の見積りの方法は、見
積総原価に対する実際原価の割合（インプット法）によっております。

ただし、少額もしくはごく短期の工事については、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行
義務を充足した時点で収益を認識しております。

また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生した費用を回収する
ことが見込まれる場合は、原価回収基準により収益を認識しております。

－ 5 －
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連結注記表

ｃ　ソフトウェア開発販売事業
土木測量設計ソフトウェア及び熱流体解析ソフトウェアの販売を行っており、顧客との契約に基づ

き、製品を引渡す履行義務を負っております。
ソフトウェアの販売については、製品を引渡す一時点において、顧客が当該製品に対する支配を獲得

し充足されると判断し、収益を認識しております。

（会計方針の変更に関する注記）
（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時
価算定会計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-
２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ
て適用することとしております。なお、連結計算書類に与える影響はありません。

（重要な会計上の見積りに関する注記）
１．一定の期間にわたり充足される履行義務による収益

⑴　連結計算書類に計上した金額
一定の期間にわたり充足される履行義務による売上高　　　　　　　　94,615千円
（完成済みの調査等及び原価回収基準により認識した売上高を除く）

⑵　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
一定の期間にわたり充足される履行義務については、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗

度に基づき一定の期間にわたり収益を認識しており、進捗度の見積りは、見積総原価に対する実際原価の
割合（インプット法）に基づいて算定しております。

見積総原価については、受注段階において実行予算を編成し、着手後の各月において調査・試験・工事
等の現況を踏まえて見直しを実施しており、当該時点で入手可能な情報に基づき見積りを行っておりま
す。

当該見積りは、資材や外注費等の市況変動、天災等の不確実要因により影響を受ける可能性があり、翌
連結会計年度の連結計算書類において認識する収益に重要な影響を及ぼす可能性があります。

－ 6 －
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連結注記表

のれんの発生要因 のれんが帰属する
事業・サービス 企業結合年月 のれんの残高

株式会社沖縄設計センターの
子会社化

試験総合
サービス事業 2020年９月 39,748千円

株式会社アドバンスドナレッジ研究所の
子会社化

ソフトウェア
開発販売事業 2021年３月 108,529千円

合計 148,277千円

１．有形固定資産の減価償却累計額 2,009,430千円

２．のれんの評価
⑴　連結計算書類に計上した金額

のれん　　　　　　　　　　　148,277千円

⑵　見積り内容について連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
のれんの減損の可能性について

当社のこれまでの企業結合の結果、2023年12月31日現在の連結貸借対照表にのれんが148,277千円
計上されております。

のれんの内訳は以下のとおりであります。

のれんについて、５年間の定額法により償却を行っております。また、その資産性について子会社の業績や事
業計画等を基に検討しており、将来において当初想定した収益が見込めなくなり、減損の必要性を認識した場合
には、当該連結会計年度においてのれんの減損処理を行う可能性があります。

また、当連結会計年度末において、当初想定していた収益の達成は困難であると判断したことから、株式会社
環境と開発ののれんを零まで減額し、減損損失を計上しております。

（連結貸借対照表に関する注記）

２．偶発債務
当社が実施した工事に関連して、2012年８月に60,339千円の損害賠償請求の提起を受け、現在係争中であ

ります。

－ 7 －
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普通株式 14,221,995株

決 議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2 0 2 3 年 ３ 月 2 3 日
定 時 株 主 総 会 普通株式 78,154 5.50 2022年12月31日 2023年３月24日

2 0 2 3 年 ８ 月 1 0 日
取 締 役 会 普通株式 85,226 6.00 2023年６月30日 2023年９月４日

決 議 予 定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基 準 日 効 力 発 生 日

2024年３月22日
定 時 株 主 総 会 普通株式 利益剰余金 85,226 6.00 2023年12月31日 2024年３月25日

普通株式 16,000株

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数

２．配当に関する事項
⑴　配当金支払額

⑵　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（注）2024年３月22日開催の第39期定時株主総会において付議いたします。

３．当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く）の目的となる株式の種
類及び数

－ 8 －
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連結貸借対照表計上額
（千円）

時 価
（千円）

差 額
（千円）

⑴ 投資有価証券（※２） 287,064 286,488 △576

資 産 計 287,064 286,488 △576

⑴ 長期借入金（※４） 712,172 708,527 △3,644

⑵ リース債務（※５） 128,765 128,467 △297

負 債 計 840,937 836,994 △3,942

当連結会計年度
（2023年12月31日）

非上場株式 0

（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項

当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金の一部を借入金及びリース債務により調達しており
ます。資金運用については安全性の高い預金等を中心とし、一部を株式、債券及び投資事業組合出資金に投資
しております。

営業債権である受取手形及び売掛金は、販売管理規程等に従い債権管理を行っており、必要に応じて信用調
査を行う等、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。また、投資有価証券は
株式、債券及び投資事業組合出資金であり、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、市
況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

２．金融商品の時価等に関する事項
2023年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。

（※１）「現金及び預金」、「受取手形」、「売掛金」、「契約資産」、「買掛金」、「未払金」については、
現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を
省略しております。

（※２）市場価格のない株式等は「投資有価証券」に含めておりません。
当該金融商品の連結貸借対照表計上額は、以下のとおりであります。

（単位：千円）

－ 9 －
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区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券

その他有価証券
株式 257,064 － － 257,064

資 産 計 257,064 － － 257,064

（※３）連結貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合その他これに準ずる事業体への出資については、記
載を省略しております。当該出資の連結貸借対照表計上額は、100,000千円であります。

（※４）１年以内に返済予定の長期借入金が含まれております。
（※５）１年以内に返済予定のリース債務が含まれております。

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに

分類しております。

レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時

価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ
属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

⑴　時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
当連結会計年度（2023年12月31日）

－ 10 －
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区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券

満期保有目的の債券
地方債 － 29,423 － 29,423

資 産 計 － 29,423 － 29,423
長期借入金 － 708,527 － 708,527
リース債務 － 128,467 － 128,467

負 債 計 － 836,994 － 836,994

⑵　時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
当連結会計年度（2023年12月31日）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、レベ
ル１の時価に分類しております。一方で、当社が保有している地方債は市場での取引頻度が低く、活発
な市場における相場価格とは認められないため、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金及びリース債務
これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割

引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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報告セグメント
その他
（注） 合計試験総合

サービス
事業

地盤補強
サービス

事業

ソフトウェ
ア開発販売

事業
計

売上高
一時点で移転される財 5,078,624 485,785 582,646 6,147,056 44,010 6,191,066
一定の期間にわたり
移転される財 1,074,863 － － 1,074,863 － 1,074,863

顧客との契約から
生じる収益 6,153,488 485,785 582,646 7,221,919 44,010 7,265,930

その他の収益 60,703 － － 60,703 － 60,703
外部顧客への売上高 6,214,191 485,785 582,646 7,282,623 44,010 7,326,633

（収益認識に関する注記）
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、試験機器販売事業を含んでおり
ます。

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「（連結計算書類の作成のための基本

となる重要な事項に関する注記等）３．会計方針に関する事項　⑸　その他連結計算書類の作成のための基
本となる重要な事項　②　重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

なお、取引の対価は、履行義務の充足後概ね２ヶ月以内に受領しており、金額に重要な金融要素は含まれ
ておりません。
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（単位：千円）
当連結会計年度

（2023年12月31日）
顧客との契約から生じた債権（期首残高） 1,173,636
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 1,059,226
契約資産（期首残高） 179,011
契約資産（期末残高） 258,609
契約負債（期首残高） 59,568
契約負債（期末残高） 64,096

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会
計年度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び
時期に関する情報

⑴　契約資産及び契約負債の残高等

契約資産は、一定の期間にわたり充足される履行義務について、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、
当該進捗度に基づき一定の期間にわたり収益を認識することにより計上した対価に対する権利に関するもの
であり、当該権利が無条件になった時点で顧客との契約から生じた債権に振り替えられます。

契約負債は、支払条件に基づき顧客から受け取った対価に関するものであり、収益の認識に従い取り崩さ
れます。

当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、52,258千円
であります。

なお、過去の期間に充足(又は部分的に充足)した履行義務に関して、当連結会計年度に認識した収益の額
に重要性はありません。

－ 13 －
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（単位：千円）
当連結会計年度

（2023年12月31日）
１年以内 1,437,705
１年超２年以内 52,682
２年超３年以内 28,968
３年超 440
合計 1,519,795

１株当たり純資産額 326.03円
１株当たり当期純利益 13.38円

⑵　残存履行義務に配分した取引価格
当連結会計年度末において、残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、

以下のとおりであります。

（１株当たり情報に関する注記）

（企業結合等に関する注記）
（企業結合に係る暫定的な会計処理の確定）

2022年７月１日に行われた株式会社環境と開発との企業結合について、前連結会計年度において暫定的
な会計処理を行っておりましたが、当連結会計年度に確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、取得原価の当初配分額に重要な見直しが反映されており、顧客関連
無形資産に62,509千円、繰延税金負債に21,309円配分されました。

この結果、暫定的に算定されたのれんの金額140,926千円は、会計処理の確定により41,200千円減少
し、99,725千円となっております。

（重要な後発事象に関する注記）
（長野市篠ノ井駅西口産業用地の立地業者選定）

当社は、2023年12月15日開催の取締役会において、長野市から公募のあった篠ノ井駅西口の産業用分
譲地の購入及び利用計画について決議し、応募企画書を提出し、2024年１月30日に立地業者として選定さ
れました。
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2024/02/16 12:28:27 / 23062617_株式会社土木管理総合試験所_招集通知

株主資本等変動計算書

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本 準 備 金 資 本 剰 余 金
合 計 利 益 準 備 金

その他利益剰余金
固 定 資 産
圧 縮 積 立 金 別 途 積 立 金

当 期 首 残 高 1,204,820 1,154,820 1,154,820 12,500 23,818 165,000
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当
当 期 純 利 益
自己株式の取得
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 － － － － － －
当 期 末 残 高 1,204,820 1,154,820 1,154,820 12,500 23,818 165,000

株主資本等変動計算書
（2023年１月１日から2023年12月31日まで）

（単位：千円）

－ 15 －
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株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等

純資産合計
利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

評価・換算
差額等合計

そ の 他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 2,302,304 2,503,623 － 4,863,264 8,240 8,240 4,871,505
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △163,382 △163,382 △163,382 △163,382
当 期 純 利 益 265,340 265,340 265,340 265,340
自 己 株 式 の 取 得 △0 △0 △0
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） 30,062 30,062 30,062

当 期 変 動 額 合 計 101,957 101,957 △0 101,957 30,062 30,062 132,019
当 期 末 残 高 2,404,262 2,605,581 △0 4,965,222 38,302 38,302 5,003,525
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個別注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法

⑴　有価証券の評価基準及び評価方法
①　満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）
②　子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法
③　その他有価証券

ａ　市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移動平均法により算定）

ｂ　市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

⑵　棚卸資産の評価基準及び評価方法
①　仕掛品

個別法による原価法
②　商品・貯蔵品

先入先出法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

２．固定資産の減価償却の方法
⑴　有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）並び
に2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。

⑵　無形固定資産（リース資産を除く）
自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しており

ます。
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⑶　リース資産
①　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。
②　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

３．引当金の計上基準
⑴　貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

⑵　工事損失引当金
受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末において進行中の業務のうち、損失の発生が見込

まれ、かつ、その金額を合理的に見積ることができるものについて、損失見込額を計上しております。

⑶　退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しておりま

す。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。
数理計算上の差異は、発生年度に全額を費用処理しております。

４．収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を

充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

⑴　試験総合サービス事業
土質・地質調査試験、非破壊調査試験、環境調査試験等を行っており、役務の提供又は調査・試験結果等

の成果品を引渡す履行義務を負っております。
当該契約について、一定の期間にわたり履行義務が充足される場合は、履行義務の充足に係る進捗度を見

積り、当該進捗度に基づき一定の期間にわたり収益を認識しており、進捗度の見積りの方法は、見積総原価
に対する実際原価の割合（インプット法）によっております。

ただし、少額もしくはごく短期の調査等については、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義
務を充足した時点で収益を認識しております。
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また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生した費用を回収すること
が見込まれる場合は、原価回収基準により収益を認識しております。

⑵　地盤補強サービス事業
顧客との工事請負契約等に基づく地盤改良等の工事を施工する履行義務を負っております。
当該契約について、一定の期間にわたり履行義務が充足される場合は、履行義務の充足に係る進捗度を見

積り、当該進捗度に基づき一定の期間にわたり収益を認識しており、進捗度の見積りの方法は、見積総原価
に対する実際原価の割合（インプット法）によっております。

ただし、少額もしくはごく短期の工事については、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務
を充足した時点で収益を認識しております。

また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生した費用を回収すること
が見込まれる場合は、原価回収基準により収益を認識しております。

（会計方針の変更に関する注記）
（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下
「時価算定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第
27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわ
たって適用することとしております。なお、計算書類に与える影響はありません。

（重要な会計上の見積りに関する注記）
１．一定の期間にわたり充足される履行義務による収益

(1)　当事業年度の計算書類に計上した金額
一定の期間にわたり充足される履行義務による売上高　　　　　　　　94,615千円
（完成済みの調査等及び原価回収基準により認識した売上高を除く）

(2)　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
一定の期間にわたり充足される履行義務については、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度

に基づき一定の期間にわたり収益を認識しており、進捗度の見積りは、見積総原価に対する実際原価の割合
（インプット法）に基づいて算定しております。

見積総原価については、受注段階において実行予算を編成し、着手後の各月において調査・試験・工事等
の現況を踏まえて見直しを実施しており、当該時点で入手可能な情報に基づき見積りを行っております。

当該見積りは、資材や外注費等の市況変動、天災等の不確実要因により影響を受ける可能性があり、翌事
業年度の計算書類において認識する収益に重要な影響を及ぼす可能性があります。

－ 19 －



2024/02/16 12:28:27 / 23062617_株式会社土木管理総合試験所_招集通知

個別注記表

当事業年度
関係会社株式 1,398,510千円
関係会社株式評価損 165,021千円

１．有形固定資産の減価償却累計額 1,862,070千円

短期金銭債権 7,653千円
短期金銭債務 4,049千円

完成業務収入 14,010千円
完成業務原価 29,464千円
商品売上原価 2,772千円
地代家賃 174千円

営業取引以外の取引による取引高 221,646千円

２．関係会社株式の評価
(1)　当事業年度の計算書類に計上した金額

(2)　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
関係会社株式のうち、市場価格のない子会社株式については、実質価額が貸借対照表価額と比較して著し

く低下している場合、回復可能性の判定を行った上で減損要否の判定を行っております。なお、超過収益力
等を加味して取得した子会社株式については、実質価額の算定に当たって超過収益力を含めております。

このように、超過収益力を含む実質価額の評価や回復可能性の判定には経営者の判断が含まれることか
ら、将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があります。

（貸借対照表に関する注記）

２．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）

３．偶発債務
当社が実施した工事に関連して、2012年８月に60,339千円の損害賠償請求の提起を受け、現在係争中であ

ります。

（損益計算書に関する注記）
関係会社との取引高
営業取引による取引高

－ 20 －
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普通株式 17,501株

（単位：千円）

種類 会社等の名称
議決権の所有
（非所有）の
割合（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引

金額 科目 期末
残高

子会社 ㈱アドバンスド
ナレッジ研究所

（所有）
直接100 役員の兼任 剰余金の配当

（注） 200,010 － －

１株当たり純資産額 352.25円
１株当たり当期純利益 18.68円

（株主資本等変動計算書に関する注記）
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

（変動事由の概要）
増加数の内訳は、以下によるものであります。

譲渡制限付株式報酬制度における株式の無償取得による増加　  5,500株
単元未満株式の買取りによる増加　　　　　　　　　　　　　         1株

（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産の発生の主な原因は、退職給付引当金、減価償却超過額、投資有価証券評価損等であり、繰延税

金負債の発生の主な原因は固定資産圧縮積立金であります。

（関連当事者との取引に関する注記）

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）子会社の財政状態等を勘案し、株主総会において決定しております。配当のうち、43,113千円につい

ては、投資簿価の修正としております。

（収益認識に関する注記）
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、連結計算書類「連結注記表（収益認識に関

する注記）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

（１株当たり情報に関する注記）

－ 21 －
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（重要な後発事象に関する注記）
連結計算書類「連結注記表（重要な後発事象に関する注記）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略

しております。

－ 22 －


	表紙
	連結計算書類
	連結株主資本等変動計算書
	連結注記表

	計算書類
	株主資本等変動計算書
	個別注記表


